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あなたが写っていたらご連絡ください。
写真を差し上げます。〈秘書広報課　☎ 22 ー 8112〉 街角

　スケッチ
街角
　スケッチ
街角
　スケッチ

　市内各地で「田んぼの学校」が行われ、山泉の田んぼでは敦賀
南小学校と中郷小学校の５年生119人の児童が稲刈りを行いまし
た。認定農業者の中

なかがわ

川洋
よ う じ

治さんに稲の刈り方を教わった児童たち
は、春に植えた稲の成長を喜びながら、元気いっぱいに刈り取っ
ていきました。南小学校の牧

ま き の

野胡
こ た ろ う

太朗さんは「稲刈りは初めて。
刈る瞬間が楽しかった」と話していました。収穫されたお米は、
７俵（420kg）になるとのことです。

春の田植えから秋の収穫へ
９月20日　田んぼの学校

敦賀南小学校の齋
さいとう

藤里
り く

空さん（右）と

中
な か ま

間果
か ほ

帆さん（左）がお礼の言葉を述べました

中郷小学校の児童もたくさん収穫！

稲刈りに夢中な様子でした

刈り方を教える中川さん

　ラムサール条約湿地に認定された中池見湿地で、市内外のボラ
ンティアら76人による「江掘り」が行われました。「江掘り」
とは川の流れをせき止めている雑草を根から掘りあげ、除去する
ことです。「江掘り」を行うことで水の流れをよくし、生き物が
過ごしやすい環境にします。参加者は「雑草の根も深く、思って
いたより作業は大変だが、今日の活動でトンボなどの生き物が川
に戻ってきてくれたら嬉しい」と話していました。

汗をかきながら懸命に作業をする参加者

大切な水環境を保つため
９月23日　みんな寄って江ぇ堀りしょっさ～！

大きな雑草もがんばって運ぶぞ！

　敦賀まつりが９月１日から４日間行われました。
　私も市の職員と一緒に取材に行き、写真を撮り
ながら祭りをじかに感じることができました。
　初日には、子どもから大人まで多くの市民が
参加するカーニバル大行進が行われました。「敦
賀鉄道の夜明け 130 年」を記念して、大正時代
の衣装を着て行進をする「敦賀鉄道の夜明け 130
年記念パレード」が印象的でした。また、市役所
の職員たちもカーニバルに参加することで、市民
により近づいて良いと思いました。

　鉄道広場のミニＳＬに乗
るコーナー、駅長写真撮影
のコーナーは、子どもたち
にとって貴重な体験になる
ようでした。
　翌日夕方には各地区によ
る、さまざまな民謡踊りの

行進が披露されていました。本当に美しく、すば
らしかったです。
　また宵山巡行は、子どもたちが心を込めて踊り
を奉納する姿が見られました。
　最終日には、氣比神宮前に並んだ山車の前で、
敦賀消防団消防鳶隊「つるが鳶

とび

」が演技を披露し
ていました。本当に立派で感嘆しました。
　引き続き、６基の山車が老若男女一緒に力を合
わせて市内を回る姿が見られました。暑い気候で
したが、若者たちが掛け声をあげ、行列をするさ
まは活気に満ちて、楽しい雰囲気と荘厳さを感じ
ることができました。
　敦賀まつりは雄大でし
た。祭りを通して私は日
本の文化をたくさん味わ
うことができ、幸せで楽
しかったです。

金
キム

 香
ヒャンミ

美です。

こんにちは！

敦賀まつりは？

　松尾芭蕉の足跡を辿る「芭蕉探訪ウォーク」がきらめきみ
なと館を発着点として開催されました。10回目を迎えた今年
は、遊敦塾とも連携して５キロと10キロの２コースに170人
が参加。さわやかな秋晴れの下、「奥の細道」で芭蕉が立ち
寄った氣比神宮や宿泊したとされる出雲屋跡などのゆかりの
地をウォーキングで楽しみました。また氣比神宮の芭蕉像の
前などでは、観光ボランティアによる解説も行われました。

芭蕉像の前で観光ガイドによる解説を聞く参加者

芭蕉の足跡を巡り
９月15日　芭蕉探訪ウォーク

　江戸時代から続いている伝統行事である阿曽の相撲甚句が利
と く ら

椋
八
はちまん

幡神社で行われました。中入りには、華やかな化粧まわしを
付けた力士が土俵に上がり、甚句に合わせて踊りを奉納。相撲甚
句だけでなく、地元の大人や子どもたちがまわしを付けて奉納相
撲が行われました。会場からは「ほら、しっかりまわしを掴ん
で！」「いい勝負やったぞ」という歓声や「昨年にくらべて子ど
もたちが成長したね」という喜びの声が聞こえました。

のこった！のこった！
９月16日　阿曽の相撲甚句

土俵の上で力いっぱいがんばる子どもたち

　県の無形民俗文化財に指定されている「赤崎獅子舞」が赤
崎の八幡神社で行われました。獅子舞は笛や太鼓に合わせて
鈴
すず

の舞、幣
へい

の舞などを演じ、演目の終盤である高
たかやま

山の舞にな
ると、獅子の中で肩車をして持ち上げられた演じ手が、天狗
の面をかぶって舞いました。その雄大な姿に、市内だけなく
県外からも集まった観客は「立派な姿が見られてありがたい」

「迫力があるね」と大きな拍手を送っていました。

優雅に舞う赤崎獅子舞

獅子舞の雄大さを感じて
９月16日　赤崎獅子舞

写真は私が

撮影しまし
た！
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「
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場
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市
民
活
動

芸能の祭典（市民文化センター）入場無料
ステージ１部（舞踊・音楽）10月27日㈯  18時～21時
ステージ３部（舞踊・音楽）11月  3日㈯  18時～21時
ステージ４部（舞踊・音楽・郷土芸能）
　  　　　　　　　　　　 11月  4日㈰  13時～16時

能楽・芸能の祭典（プラザ萬象）入場無料
ステージ２部（舞踊・音楽・能楽）10月28日㈰  10時～17時

展示の広場　入場無料
●総合展示（プラザ萬象）
　　10月18日㈭～21日㈰  9時～18時（最終日は16時まで）

●公募ポスター原画表彰式（あいあいプラザ）
　　10月21日㈰  13時～14時
●花展（プラザ萬象）
　　10月27日㈯  10時～18時
　　10月28日㈰  10時～17時

茶会（プラザ萬象）一席250円
　　呈

ていちゃ

茶　10月27日㈯   10時～16時
　　茶席　10月28日㈰   10時～16時

問合せ先　敦賀市文化協会    ☎21－2229

第52回 市民文化祭
－新たなる文化の絆をめざして－

敦賀鉄道の夜明け130年記念

TOPICS

　９月 30 日に、粟野地区を対象とした総合防災訓
練が行われ、地区住民や市、防災関係機関など約
1,000 人が参加しました。
　今回は、早朝に市内で震度６強の大規模地震が発
生したという想定の下、地区住民が避難訓練を兼ね
て粟野スポーツセンターに集まりました。
　会場では、住民が参加しての初期消火訓練やバケ
ツリレー消火訓練、木造倒壊家屋救出訓練が行わ
れ、参加者らは防災力の向上に励みました。
　また新たに、住民が主体となって、避難所の開設、
避難民・救援物資の受入対応などを行う避難所開
設・運営訓練や土砂災害を想定しての土砂埋没車両
救出訓練なども実施されました。
　市立敦賀病院では、木造倒壊家屋救出訓練などで
救出された負傷者の受入訓練を行いました。

　９月 25 日に、市役所で「第１回北陸新幹線敦賀
開業を見すえた戦略的なまちづくり会議」を開催し
ました。
　この会議は、北陸新
幹線敦賀開業を見す
え、終着駅効果をはじ
めとした整備効果を生
かすことができるまち
づくりを戦略的に進めていくための施策の検討等を
行うために設置したものです。
　今回は第１回目の会議開催を記念して『まちづく
りの具体例とブランディングの方法論』と題し、熊
本市シティブランディング戦略アドバイザーの升

ま す の

野
龍
た つ お

男氏による基調講演が行われました。
　その後の戦略会議では、升野氏の講演をふまえて
各部局長から課題の提出があり、福井大学大学院
教授川

かわかみ

上洋
よ う じ

司氏、福井県立大学地域経済研究所講師
江
え が わ

川誠
せいいち

一氏の３人のアドバイザーから助言をいただ
く中、活発な議論が行われました。

北陸新幹線敦賀開業を見すえた
戦略的なまちづくり会議を開催

いざというときに備えて
敦賀市総合防災訓練を実施

　９月 20 日に、敦賀美方消防組合と隣接する滋賀
県湖北地域消防本部との初の合同訓練が消防訓練
センターで行われました。両本部は、県境付近で災
害が発生した場合に、連携した活動を実施する相互
応援協定を平成 18 年に締結。今回はその応援協定
に基づく合同訓練で、両本部から特別救助隊各８人
が参加しました。
　訓練では、まず階下にいる負傷者をロープで引き
上げる救助訓練などを両救助隊がそれぞれのレス
キュースタイルで行い、お互いの救助活動を検証し
合いました。
　その後、県境付近で発生した高速道路での車の
多重衝突事故
を想定した合
同訓練が行わ
れ、お互いの
連携を確認し
ました。

敦賀美方消防・湖北地域消防
初の合同訓練を実施

両救助隊による車の衝突事故を想定した救助訓練

会議の様子

住民主体による避難所開設・運営訓練
避難民を受け入れる様子

土砂埋没車両救出訓練 初期消火訓練


